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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

循環器系シミュレーションシステムとして、血管

内血流の力学特性を解明するために血流解析シ

ステムを開発し、研究者に提供している。このシ

ステムは、生体内の血管形状を DICOMなどのメデ

ィカルイメージから直接的に計算を開始するこ

とが出来、人手による形状作成を排除している。

その結果、シミュレーションシステムに不慣れな

医師が患者固有のデータを用いた計算を可能と

している。また、血管形状をシステムが自動的に

作成することができるため、血管形状の最適解を

求める最適化計算システムに利用されている。こ

の課題では、現在利用されている血流解析システ

ムの新しいハードウェアでの動作検証／チュー

ニングやユーザのサポートとして利用している。 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

Voxel法を用いた三次元非定常非圧縮流体解析シ

ステムとして動作しており、MPIを用いた領域分

割型の並列機能を実装している。また、リスター

ト機能を有しており、長時間の減少も取り扱うこ

とができる。計算の結果として、計算領域ごとの

速度場と圧力場をバイナリ形式でファイルに保

存する。 

３． 結果 

FX100向けの新しいコンパイラーでの動作テスト

と実証計算を行い、正常に動作することを確認し

た。 

４． まとめ 

現在、本プログラムは二つの課題で利用されてい

る。 

５． 今後の計画・展望 

新しい計算機向けの動作確認と並列化のチュー

ニングを実施し、より早く結果を示せるツールに

する計画である。 


